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10 家庭 

学校番号 T1204 

平成３１年度 家庭科 

教科 家庭 科目 子どもの発達と保育 単位数 ２単位 年次 ２～４年次 

使用教科書 子どもの発達と保育 （教育図書） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○子どもの発達や保育に関心をもち、積極的に取り組みましょう 

・実習を通して、子どもの遊びや食事について確認していきます。積極的に取り組みましょう。 

・保育園見学・実習を通して、乳幼児の観察を行います。意欲的に参加しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

子どもの発達の特性や発達過程，保育などに関する知識と技術を習得させ，子どもの発達や子育

て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 
子どもの発達や子
育て支援について
関心をもち、実際に
子どもと関わろう
とする意欲と態度
を身に付けている 
 

 
子どもを生み育てる
ことや、家族の役割や
地域の子育て支援な
どについて課題を見
い出し，思考を深め，
適切に判断し，自身の
考えを表現する能力
を身に付けている。 

 
子どもと触れ合う学
習活動を通して，子
どもの発達の特性や
発達過程における保
育や子育て支援に寄
与することができ
る。 

 
子どもの発達の特
性や発達過程，保育
などに関する知識
を習得し，子どもの
行動や生活に関す
る基本的な事項に
ついて理解してい
る。 

評
価
方
法 

 
・平常の学習活動 
・授業プリント 
・観察等 
 
       等 

 
・授業プリント 
・実習レポート 
・実習製作物 
・安全作業への留意 
・観察等 
 
        等 

 
・授業プリント 
・実習レポート 
・実習製作物 
・観察等 
 
        等 

 
・授業プリント 
・実習レポート 
・観察等 
・定期考査 
 
       等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
・５
月 

子
ど
も
の
遊
び
と
生
活
習
慣 

 

○オリエンテーション 

 ・学習の意義や内容、座学

や実習の方法、評価方法

の理解 

 

 

〇遊びの意義と形態 

 

 

○保育所見学 

 ＊お名前ワッペン作成 

 ＊保育所見学 

 

 

○生活習慣の形成 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

a.子どもの遊びや生活習慣に

ついて関心をもち、学習に

取り組もうとしている。 

 

b.子どもの発育・発達を促す

ための望ましい生活の諸条

件について思考し、考えを

まとめている。 

 

c.実習を通して、子どもの遊

びや生活習慣の形成に必要

な保育の技能を身に付けて

いる。 

 

d.遊び、生活習慣の形成の意

義と重要性を理解してい

る。 

 

 

 

 

・授業プリント 

・実習レポート 

・実習製作物 

・安全作業への

留意 

・観察等 

 

６
・７
月 

保
育
所
実
習 

 

○保育の方法 

・保育者の役割とは 

・指導のポイント 

 

 

＊おもちゃ作り 

＊保育所実習 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a.子どもにとっては自分は保

育者(大人)であることを理

解し、自らの果たすべき役

割について考えようとして

いる。  

 

b.子どもの発達にあった遊び

を自分なりに考え、工夫し

ている。 

 

c.子どもの生活や行動などを

観察し、客観的に分析し、

それらをまとめることがで

きる。 

 

d 発達に合わせて遊びを働き

かけることが大切であるこ

とを理解している。 

 

 

 

 

・授業プリント 

・実習レポート 

・実習製作物 

・安全作業への

留意 

・観察等 

・定期考査 
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９
・１
０
・１
１
月 

子
ど
も
の
食
事 

 

○栄養と食事 

 

 

○栄養と食事食習慣 

 の形成 

 

 

＊調理実習 

（取り分け離乳食、食育、 

幼児食実習 等） 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a.子どもの食生活について、

さまざまな課題や問題点を

考えようとしている。 

 

b.乳汁栄養から離乳食、幼児

食へと進む発育・発達に応

じた食事のあり方について

まとめたり、発表したりし

ている。乳幼児期の食生活

の特徴を把握し、献立を立

案することができる。 

 

c.乳幼児期の発達に必要な食

生活を営むために必要な栄

養、食品、調理、食品衛生

等の技術を、調理実習を通

して身に付けている。 

 

d.乳幼児期の食生活の特徴を

理解している。 

 

・授業プリント 

・実習レポート 

・安全作業への

留意 

・観察等 

・定期考査 

 

１
２
・
１
・２
月 

子
育
て
支
援 

 

○児童福祉 

・児童福祉の理念 

・これからの子育て支援 

・子育て支援の課題 

 

 

＊知育おもちゃ作り 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

  

a.子育て支援の課題と展望に

ついてや、知育おもちゃ作

りに関心をもっている。 

 

b.子育て支援の課題と展望に

ついてまとめたり、発表し

たりしている。子どもや子

育てを取り巻く問題点や課

題に踏み込んで分析し、望

ましい方向性について考え

をまとめている。 

 

c.おもちゃ作りを通して、身

近な材料を使っておもちゃ

を制作する技術を身に付け

ている。 

 

d.児童福祉の考え方やそれに

関わる制度について理解し

ている。 

 

・授業プリント 

・実習レポート 

・安全作業への

留意 

・実習製作物 

・観察等 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:思考・判断・表現 

ｃ:技能         ｄ:知識・理解 

 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を示

している。 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


